
定期考査問題研究

富山県立桜井高等学校

八幡　久康

1 はじめに

平成 16 年度から行っている情報の定期考査分析も３年
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目を迎えている．当初ほとんどの学校が情報 A での履修で

あったが，平成 17年頃から情報 Aが５割近くを占めるもの

の，情報 B,Cへとシフトされてきていることがわかる．

ある程度科目毎のデータが揃ってきていることから，情報

A，B，C 毎の細かな分析も可能と思われるが，私の力不足

分析と時間不足から，例年と同様の分類を踏襲し，出題分野

と出題形式の２点による分類を行うこととした．

1.1 出題分野

出題分野の分類は以下の 4領域，30分野である．

• ハードウェア，ソフトウェア，コンピュータの一般概論，アプリケーションソフトウェアの使い方に関
する領域（項目 1～8分野）

• ディジタルデータの表現方法，処理方法，計算処理などに関する領域（項目 9～18分野）

• ネットワークを利用した社会生活等に関する領域（項目 19～25分野）

• 情報モラル等に関する領域（項目 26～30分野）

分類にあたっては，各校からの定期考査を単問ごとに分類し各項目に分類した，１つの問題で，複数分野にま

たがった問題に関しては，問題の意図を読み取り，なるべく作問者の意図にあうように分類したつもりではあ

るが，分析者の読み違えということも考えられ，集計数が異なる場合も考えられる．

1.2 出題形式

出題形式については，以下の７つの形式に従って分類している．基本的に小問での分類としたが，同じ設問

の中で出題形式が変化したりするものがあったりするなど機械的に分類できないものなどがあった．これも出

題分野と同様に分析担当者により若干の誤差が出るものと思われる．

(1) 解答群からの選択 (2) ○×問題 (3) 適語記入

(4) 語句説明（記述） (5) 数計算（求値問題） (6) 例をいくつか挙げる問題

(7) 感想・考え (8) その他

2 分析

サンプル数 26 校で調査を行った．昨年度 29 校と比較す 学期 情報 A 情報 B 情報 C 合計

1 学期 12 7 3 22

2 学期 11 7 4 22

3 学期 6 6 2 14

るとデータ数は若干減少している．各学期ごとの実施科目数

を表にしたものが右のものである．
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3学期のサンプル数が少ないのは，課題，作品などペーパーテスト以外での評価を行なっているため推測さ

れる．以下前述４領域に分けて分析を行なった．

2.1 ハードウェア，ソフトウェア，コンピュータの一般概論，アプリケーションソフトウェ

アの使い方に関する領域

目立つのは，初年度ほとんどなかった
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70.0%「ソフトウェア概論」に関する出題が昨

年度から増加していることや，「情報機

器の種類と特性」に関する出題が増加．

昨年多かった「プレゼンテーション」に

関する出題が減少し，15 年度と同程度

になってきている．また情報 B を実施

している学校からは，「データベース」

に関する出題が増加してきた．

尚，情報 Aから，B，Cへの移行が目

立ってきているににもかかわらず，「表

計算」に関する出題にほとんど変化が

ないのは，表計算ソフトの使用頻度の高

さ，重要性，様々な活用方法ができると

いう汎用性を反映しているものと考え

られる．

一方「ハードウェア概論」に関する出

題は変わらず多くの学校でコンスタントに出題されている．

2.2 ディジタルデータの表現方法，処理方法，計算処理などに関する領域

平成 15年度はこれらの領域で扱う分
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60.0%野において，特定の分野に集中してい

るが，平成 17年度はそれらの偏りが減

少し，平滑化が進んでいるように思わ

れる．その中でも年度を通して変わら

ず出題されているものに，「アナログ・

ディジタル」に関する領域がある．他方

「情報伝達．デザイン」分野や「図形と

画像処理」分野が減少し．逆に「進数」，

「論理回路」分野が増加している．

授業において，「アナログとディジタ

ル」の違いを画像を使って説明する場面

が比較的多いと思われるが，その違いを

情報伝達や画像処理に力点を置いて説

明する傾向から，進数や論理回路に力点

を置いて説明する傾向が増えてきたと

する分析は考え過ぎだろうか．
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2.3 ネットワークを利用した社会生活等に関する領域

相対的に 16年度より，この分野に関
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60.0%する出題が減少してきたようである．

平成 16 年度は，「WWW」，「電子メー

ル」，「問題解決」，「ネットワーク」の分

野の出題率は５割近くを占めていたに

もかかわらず，平成 17年度は，どれも

減少してきており，この 4 分野で５割

を超えた分野はない．「ネットワーク」，

「検索」に関する出題が 4割を超えてい

るのが目立つ程度である．

減少した分は，前述のディジタルデー

タの表現方法，処理方法，計算処理な

どに関する領域など他領域に移行して

いったものと推測される．

2.4 情報モラル等に関する領域

この分野も平滑化が進んだように思
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70.0%われる．多くの学校で，「セキュリティ・

ネット犯罪」に関する出題が５割近くの

学校で出題されている．

情報化の進展，携帯電話の普及など生

徒を取り巻く状況はダイナミックに変

化し様々な影響を与えている．このよ

うな社会情勢の中，この分野に関する出

題が減少することはないと思われる．

各分野では，「個人情報」に関する出

題が減り，「知的所有権」に関する出題

が多い．加害者的側面，被害者的側面バ

ランスをとりながら教えることが必要

である．
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2.5 出題形式に関する分析

出題形式については，例年とほとんど
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35.0%変わらず，解答群からの選択，適語記入

が多い．またこの評価らは読み取れな

いが，感想・考えを問う問題は，３学期

に集中している．前年の近藤教諭の分

析にもあったように，「それまでに学ん

だ知識や理解をもとに，各自の考えや意

見をまとめさせるもので」，「思考力・判

断力問う」傾向が現れているものと思わ

れる．また，生徒の反応を感想を知り，

反省を加え次年度の授業に生かそうと

する例もあったことも付け加えたい．

3 ピックアップ問題

各学校からのデータを PDFに変換し，取り込んである．印刷が不鮮明であるのは，画像として保存したも

のを再度 PDF に変換したものである．なるべくテスト問題の形式をそのままの形で伝えたかった意図があ

り，このようになったことを了解いただきたい．

3.1 解答群からの選択問題

4

森田正範
－ 19 －



3.2 ○×問題
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3.3 適語記入

3.4 語句説明（記述）
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3.5 数計算（求値問題）

3.6 例をいくつか挙げる問題
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3.7 感想・考え

3.8 その他
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資料

平成 17年度（年間）出題分野一覧

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 A実施 B実施 C実施
科目 A B C A A A JS B B B A A A C C B C A B C A B A B A A 50.0% 30.8% 19.2%

番号 分野 校数 ％ 順位 領域
1 ハードウェア概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 57.7% 1 1
2 ソフトウェア概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 38.5% 10 4
3 情報機器の種類と特性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 23.1% 16 6
4 情報手段の適切な利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 42.3% 7 2
5 表計算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 42.3% 7 2
6 ワープロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 23.1% 16 6
7 データベース ○ ○ ○ 3 11.5% 27 8
8 プレゼンテーション ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 34.6% 13 5
9 進数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 46.2% 5 1
10 アナログ・ディジタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 46.2% 5 1
11 論理回路 ○ ○ ○ ○ ○ 5 19.2% 22 4
12 伝送技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 23.1% 16 3
13 図形と画像処理 ○ ○ ○ ○ ○ 5 19.2% 22 4
14 マルチメディア表現 ○ 1 3.8% 29 9
15 情報伝達・デザイン ○ ○ ○ ○ 4 15.4% 24 6
16 アルゴリズム ○ ○ ○ ○ 4 15.4% 24 6
17 プログラミング ○ ○ ○ ○ 4 15.4% 24 6
18 モデル化とシミュレーション ○ 1 3.8% 29 9
19 検索 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 42.3% 7 1
20 ＷＷＷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 34.6% 13 3
21 電子メール ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 23.1% 16 4
22 問題解決の方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 23.1% 16 4
23 トレードオフ ○ ○ 2 7.7% 28 7
24 情報の収集・発信と個人の責任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 23.1% 16 4
25 ネットワーク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 38.5% 10 2
26 セキュリティ・ネット犯罪 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13 50.0% 4 3
27 個人情報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 30.8% 15 5
28 知的所有権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 53.8% 2 1
29 情報の信頼性信憑性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 38.5% 10 4
30 情報化と社会への影響 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 53.8% 2 1

234
1 解答群からの選択 11 3 1 6 10 10 1 11 10 8 2 1 7 7 5 7 1 12 17 4 4 1 13 152 30.0% 1
2 ○×問題 1 1 2 2 2 1 2 3 3 2 5 3 4 31 6.1% 5
3 適語記入 5 4 1 4 3 1 11 4 6 9 7 5 7 2 13 3 1 5 11 4 8 114 22.5% 2
4 語句説明（記述） 3 2 1 4 8 3 2 5 1 2 4 1 4 1 1 5 7 4 15 5 1 3 82 16.2% 3
5 数計算（求値問題） 1 10 3 6 2 3 2 10 9 3 4 2 12 67 13.2% 4
6 例をいくつか挙げる問題 1 1 1 1 1 1 1 3 2 4 5 1 22 4.3% 6
7 感想・考え 1 2 1 1 1 1 1 3 1 2 2 1 1 18 3.6% 8
8 その他 1 3 3 1 1 1 1 2 2 1 3 1 20 4.0% 7
計 21 20 9 14 20 13 0 36 5 15 21 21 23 19 5 27 20 22 25 18 25 67 9 16 5 30 506
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平成 17年度 1学期出題分野一覧
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 A実施B実施C実施
科目 A B A A A B B A A A C B C A B C A B A B A A 55% 32% 14%

番号 分野 校数 ％ 順位 領域
1 ハードウェア概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 45.5% 1 1
2 ソフトウェア概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 36.4% 3 2
3 情報機器の種類と特性 ○ ○ ○ 3 13.6% 17 6
4 情報手段の適切な利用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 36.4% 3 2
5 表計算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27.3% 7 4
6 ワープロ ○ ○ ○ ○ ○ 5 22.7% 12 5
7 データベース 0 0.0% 28 8
8 プレゼンテーション ○ ○ ○ 3 13.6% 17 6
9 進数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 36.4% 3 1
10 アナログ・ディジタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27.3% 7 2
11 論理回路 ○ ○ ○ 3 13.6% 17 3
12 伝送技術 ○ ○ ○ 3 13.6% 17 3
13 図形と画像処理 ○ ○ ○ 3 13.6% 17 3
14 マルチメディア表現 0 0.0% 28 9
15 情報伝達・デザイン ○ ○ ○ 3 13.6% 17 3
16 アルゴリズム ○ ○ 2 9.1% 24 7
17 プログラミング ○ ○ 2 9.1% 24 7
18 モデル化とシミュレーション 0 0.0% 28 9
19 検索 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27.3% 7 1
20 ＷＷＷ ○ ○ ○ ○ ○ 5 22.7% 12 3
21 電子メール ○ 1 4.5% 26 6
22 問題解決の方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27.3% 7 1
23 トレードオフ ○ 1 4.5% 26 6
24 情報の収集・発信と個人の責任 ○ ○ ○ ○ ○ 5 22.7% 12 3
25 ネットワーク ○ ○ ○ ○ 4 18.2% 15 5
26 セキュリティ・ネット犯罪 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27.3% 7 3
27 個人情報 ○ ○ ○ 3 13.6% 17 5
28 知的所有権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 45.5% 1 1
29 情報の信頼性信憑性 ○ ○ ○ ○ 4 18.2% 15 4
30 情報化と社会への影響 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 31.8% 6 2

131
1 解答群からの選択 9 1 4 2 2 6 5 4 2 6 2 1 4 1 6 11 4 3 1 8 82 28% 1
2 ○×問題 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 4 16 6% 5
3 適語記入 3 3 2 2 7 2 4 8 6 5 4 8 1 4 9 3 7 78 27% 2
4 語句説明（記述） 3 1 1 6 1 2 3 1 4 3 2 9 5 41 14% 4
5 数計算（求値問題） 7 5 1 10 7 3 3 2 8 46 16% 3
6 例をいくつか挙げる問題 1 1 1 1 3 1 8 3% 7
7 感想・考え 1 1 1 1 1 5 2% 8
8 その他 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 13 4% 6
計 16 12 8 6 8 17 4 13 15 15 19 21 8 10 14 9 12 41 9 11 2 19 289

平成 17年度 2学期出題分野一覧
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 A実施 B実施 C実施
科目 A B C A A A B B A A A C B C A B C A B B A A 50.0% 31.8% 18.2%

分野番 分野 校数 ％ 順位 領域
1 ハードウェア概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 36% 3 1
2 ソフトウェア概論 ○ ○ ○ 3 14% 17 6
3 情報機器の種類と特性 ○ ○ ○ ○ 4 18% 12 3
4 情報手段の適切な利用 ○ ○ ○ ○ 4 18% 12 3
5 表計算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 36% 3 1
6 ワープロ 0 0% 28 8
7 データベース ○ ○ 2 9% 21 7
8 プレゼンテーション ○ ○ ○ ○ 4 18% 12 3
9 進数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 46% 1 1
10 アナログ・ディジタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 46% 1 1
11 論理回路 ○ ○ ○ ○ 4 18% 12 4
12 伝送技術 ○ ○ ○ ○ ○ 5 23% 9 3
13 図形と画像処理 ○ ○ ○ 3 14% 17 5
14 マルチメディア表現 ○ 1 5% 25 8
15 情報伝達・デザイン ○ ○ 2 9% 21 7
16 アルゴリズム ○ ○ ○ 3 14% 17 5
17 プログラミング ○ 1 5% 25 8
18 モデル化とシミュレーション 0 0% 28 10
19 検索 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27% 6 2
20 ＷＷＷ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 36% 3 1
21 電子メール ○ ○ ○ ○ ○ 5 23% 9 3
22 問題解決の方法 ○ ○ 2 9% 21 5
23 トレードオフ 0 0% 28 7
24 情報の収集・発信と個人の責任 ○ 1 5% 25 6
25 ネットワーク ○ ○ ○ 3 14% 17 4
26 セキュリティ・ネット犯罪 ○ ○ ○ ○ ○ 5 23% 9 3
27 個人情報 ○ ○ 2 9% 21 1
28 知的所有権 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27% 6 4
29 情報の信頼性信憑性 ○ ○ ○ ○ 4 18% 12 2
30 情報化と社会への影響 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 27% 6 4

120
解答群からの選択 2 1 1 2 6 3 5 5 2 1 1 3 4 3 6 4 1 3 53 36% 1
○×問題 1 1 1 2 1 1 2 1 10 7% 5
適語記入 2 1 1 2 1 2 1 1 3 1 2 2 1 1 1 1 23 16% 2
語句説明（記述） 1 1 1 2 1 1 1 4 4 1 2 19 13% 3
数計算（求値問題） 1 3 3 1 1 2 1 2 1 4 19 13% 3
例をいくつか挙げる問題 1 1 2 1 1 1 7 5% 7
感想・考え 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10 7% 5
その他 2 1 1 1 1 1 7 5% 7
計 8 5 9 6 8 1 7 4 8 6 5 5 6 6 8 9 3 13 17 5 2 7 148
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平成 17年度 3学期出題分野一覧

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 A実施 B実施 C実施
科目 B A A B B B A C A B C B A A 43% 43% 14%

番号 分野 校数 ％ 順位 領域
1 ハードウェア概論 ○ ○ 2 14.3% 9 6
2 ソフトウェア概論 ○ 1 7.1% 13 3
3 情報機器の種類と特性 0 0.0% 19 1
4 情報手段の適切な利用 ○ 1 7.1% 13 3
5 表計算 ○ ○ 2 14.3% 9 6
6 ワープロ ○ 1 7.1% 13 3
7 データベース 0 0.0% 19 1
8 プレゼンテーション ○ ○ ○ 3 21.4% 6 8
9 進数 0 0.0% 19 4

10 アナログ・ディジタル 0 0.0% 19 4
11 論理回路 0 0.0% 19 4
12 伝送技術 0 0.0% 19 4
13 図形と画像処理 0 0.0% 19 4
14 マルチメディア表現 0 0.0% 19 4
15 情報伝達・デザイン 0 0.0% 19 4
16 アルゴリズム ○ ○ 2 14.3% 9 2
17 プログラミング ○ ○ ○ 3 21.4% 6 1
18 モデル化とシミュレーション ○ 1 7.1% 13 3
19 検索 ○ ○ 2 14.3% 9 2
20 ＷＷＷ ○ 1 7.1% 13 3
21 電子メール 0 0.0% 19 5
22 問題解決の方法 0 0.0% 19 5
23 トレードオフ 0 0.0% 19 5
24 情報の収集・発信と個人の責任 ○ 1 7.1% 13 3
25 ネットワーク ○ ○ ○ ○ 4 28.6% 4 1
26 セキュリティ・ネット犯罪 ○ ○ ○ ○ ○ 5 35.7% 2 2
27 個人情報 ○ ○ ○ 3 21.4% 6 5
28 知的所有権 ○ ○ ○ ○ 4 28.6% 4 4
29 情報の信頼性信憑性 ○ ○ ○ ○ ○ 5 35.7% 2 2
30 情報化と社会への影響 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 50.0% 1 1

1 解答群からの選択 1 2 5 1 2 2 1 1 2 17 13% 3
2 ○×問題 1 1 1 2 5 4% 5
3 適語記入 1 1 4 1 1 3 1 1 13 10% 3
4 語句説明（記述） 1 2 2 2 2 3 1 1 1 1 4 2 1 23 18% 2
5 数計算（求値問題） 2 1 3 2% 4
6 例をいくつか挙げる問 1 1 2 1 5 4% 3
7 感想・考え 1 1 1 1 1 1 1 7 6% 2
8 その他 3 6 4 5 7 3 6 6 2 6 1 4 53 42% 1
計 6 12 8 12 10 14 6 12 12 4 12 8 2 8 126
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年度別出題分野一覧

平成１５年度 平成16年度 平成17年度
学校番号 1学期 2学期 3学期 年間 順位 1学期 2学期 3学期 年間 順位 1学期 2学期 3学期 年間 順位

番号 定期考査実施校数 16 14 13 21 26 17 12 29 22 22 14 25
1 ハードウェア概論 43.8 35.7 30.8 57.1 3 30.8 20 41.7 50 7 43.5 36.4 8.3 57.7 1
2 ソフトウェア概論 31.3 28.6 38.5 47.6 8 23.1 6.7 16.7 28.6 18 34.8 13.6 8.3 38.5 10
3 情報機器の種類と特性 37.5 42.9 23.1 57.1 3 23.1 29.4 25 44.8 9 13 18.2 0 23.1 16
4 情報手段の適切な利用 62.5 28.6 15.4 61.9 1 42.3 11.8 8.3 44.8 9 34.8 18.2 8.3 42.3 7
5 表計算 37.5 28.6 15.4 42.9 12 26.9 35.3 8.3 44.8 9 26.1 36.4 16.7 42.3 7
6 ワープロ 18.8 14.3 0 23.8 22 26.9 17.6 8.3 37.9 14 21.7 0 8.3 23.1 16
7 データベース 0 7.1 7.7 9.5 24 0 0 0 0 29 0 9.1 0 11.5 27
8 プレゼンテーション 18.8 35.7 0 28.6 18 50 41.2 0 62.1 2 13 18.2 25 34.6 13
9 進数 25 42.9 23.1 52.4 7 11.5 23.5 0 24.1 19 39.1 45.5 0 46.2 5
10 アナログ・ディジタル 31.3 28.6 23.1 42.9 12 7.7 41.2 16.7 34.5 15 26.1 45.5 0 46.2 5
11 論理回路 6.3 0 0 4.8 26 0 11.8 0 6.9 25 13 18.2 0 19.2 22
12 伝送技術 6.3 14.3 23.1 28.6 18 15.4 0 16.7 17.2 22 13 22.7 0 23.1 16
13 図形と画像処理 12.5 42.9 46.2 42.9 12 15.4 17.6 8.3 24.1 19 13 13.6 0 19.2 22
14 マルチメディア表現 0 0 7.7 4.8 26 3.8 0 8.3 6.9 25 0 4.5 0 3.8 29
15 情報伝達・デザイン 43.8 21.4 30.8 57.1 3 11.5 11.8 0 17.2 22 13 9.1 0 15.4 24
16 アルゴリズム 6.3 0 0 4.8 26 0 5.9 0 3.4 27 8.7 13.6 16.7 15.4 24
17 プログラミング 6.3 0 0 4.8 26 0 5.9 16.7 10.3 24 8.7 4.5 16.7 15.4 24
18 モデル化とシミュレーション 0 0 0 0 31 0 5.9 8.3 3.4 27 0 0 8.3 3.8 29
19 検索 18.8 50 30.8 47.6 8 26.9 17.6 0 34.5 15 26.1 27.3 16.7 42.3 7
20 ＷＷＷ 43.8 64.3 46.2 57.1 3 53.8 23.5 25 55.2 5 21.7 36.4 8.3 34.6 13
21 電子メール 18.8 35.7 46.2 47.6 8 38.5 29.4 16.7 51.7 6 4.3 22.7 0 23.1 16
22 問題解決の方法 37.5 0 0 28.6 18 42.3 23.5 0 48.3 8 26.1 9.1 0 23.1 16
23 トレードオフ 12.5 0 0 9.5 24 0 0 0 0 29 4.3 0 0 7.7 28
24 情報の収集・発信と個人の責 0 0 15.4 4.8 26 23.1 11.8 25 31 17 21.7 4.5 8.3 23.1 16
25 ネットワーク 18.8 28.6 15.4 42.9 12 46.2 23.5 33.3 58.6 4 21.7 13.6 25 38.5 10
26 セキュリティ・ネット犯罪 31.3 28.6 38.5 47.6 8 42.3 35.3 58.3 62.1 2 26.1 22.7 25 50 4
27 個人情報 25 21.4 15.4 42.9 12 30.8 17.6 25 44.8 9 13 9.1 8.3 30.8 15
28 知的所有権 25 42.9 38.5 61.9 1 38.5 47.1 33.3 65.5 1 43.5 27.3 16.7 53.8 2
29 情報の信頼性信憑性 25 14.3 0 28.6 18 7.7 11.8 16.7 20.7 21 17.4 18.2 25 38.5 10
30 情報化と社会への影響 0 21.4 38.5 33.3 17 30.8 11.8 50 44.8 9 30.4 27.3 41.7 53.8 2

年度別出題形式一覧

平成15 順位 平成16 順位 平成17 順位

解答群からの選択 28.5% 1 30.1% 1 30.0% 1

○×問題 8.7% 5 7.4% 4 6.0% 5

適語記入 27.1% 2 24.9% 2 22.4% 2

語句説明（記述） 11.2% 3 15.1% 3 16.0% 3

数計算（求値問題） 5.2% 7 4.4% 8 13.8% 4

例をいくつか挙げる問題 9.3% 4 6.0% 6 4.1% 6

感想・考え 4.5% 8 7.2% 5 3.5% 8

その他 5.6% 6 5.0% 7 4.1% 6
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